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ブ イ ン の 冒険』

　　　　　　　　　　　　　　　　をめ ぐる 道徳 問題

朝 　 日　 由紀子

　マ
ー

ク ・トウ ェ イ ン の 最 高傑作 『ハ ッ クル ベ リ
ー ・フ ィ ン の 冒険』 は 、

ア メ リカ文学の 古典 と して の 地位 を確立 して い る作品で あるが 、

一
方 、 そ

の 語 り手 ハ ッ ク ル ベ リ
ー ・フ ィ ン が こ の 世 に登場 した と きか ら 、 社 会的な

排撃 が 起 こ り、 以 来 、 時代風 潮の な か で 社会道 徳 に よ る断罪が 批 評家 の 評

価 の 仕 方 に影響 を及 ぼ して きた 点 で 、 特異 な作 品 で あ る 。 こ の 経緯 をた ど

る こ と は
、 必 然 的 に ア メ リカ 文化 の 深層 と断層 を知 る こ と に な ろ う。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　『ハ ッ ク ル ベ リ ー ・フ ィ ン の 冒険』 をめ ぐる ア メ リカ に お ける批 評 は 、

文学研 究の 立場 に と ど ま らず 、 社会文化的な色彩が 色濃 く反 映 した もの で

あ っ た 。
こ の 作 品 は 、 予定 よ り遅 れ て 1885年 2 月に ア メ リカ 版 が 出版 さ

れ る が 、 3 月 、
マ サ チ ュ

ー セ ッ ツ 州 コ ン コ ー ド公 立 図書館か ら禁書処分

をうける 。
ジ ェ イム ス ・コ ッ ク ス の 他 に も多 くの 批 評家が 、 こ の 点 を踏 ま

えて 論 を展 開 して い る とい っ て よい ほ ど 、 そ の 事 実 は 、
こ の 作 品の

一
面 の

評価 を物語 っ て い る。 そ の 理 由は 、 「粗野 、 下 品」で あ り、 「知 的で 、 リス

ペ ク タ ブ ル な人々 に はふ さわ し くな く、
ス ラ ム 街 向 きで ある」 と い うもの

で あ っ た 。
コ ン コ

ー
ド市民 を代弁 して 、 『若草 物語』 を書 い た ル イーザ ・

オ ル コ ッ トは 、 マ
ー

ク ・ トウ ェ イ ン が 、 純真 な少年 ・少女 の た め の 良い 本

を書 けない な ら 、 そ れ らの 若 い 人 た ちの ため に 書 くの を止 め る の が 最善で
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あ っ た 、 と意 見を述べ て い る 。 当時の 文化 的 主流 で あ っ た 「お 上品な伝統」

と 、 こ の 作品が 少年 ・少女 向 けの 物語 と受け取 られ た こ とか らの
、 批判 で

あ っ た と考 え られ る 。

　こ うした批判 よ りもさ らに 論議 が 喧 し くなる の は 、 こ の 作品が 人種問題

に 抵触す る とみ な さ れ る よ うに な っ た 1954年の 合衆国最高裁 の ブ ラ ウ ン

判決 以 降の こ とで あ る 。 そ の 明 白な例 が 、 1957年の ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク市 教育

委員会 に よ る 「教 科書問題」 で あ り、 当時 は ア ー カ ン ソ
ー 州 リ トル ロ ッ ク

の セ ン トラ ル 高校 で 黒人 の 生徒の 通 学 を阻止 す る 激 しい 争い が行 わ れ て い

た時期 で もあ っ た 。 審議 の 結果 、 高校 の 教 科書 リ ス トか ら は 除外 しなか っ

た が 、 小学校 と 中学校で 教科書 と して 認 め ない こ とが 決定 され た 。 1960年

代 以 降 、 と りわ け 、
こ の 作 品 に使わ れ て い る 「ニ ガ ー

」が ア フ リ カ系 ア メ

リカ 人 に と っ て の 差 別的表現 で ある こ とか ら 、 公 立 学校 に お ける 教科書問

題 が 争点 とな っ てい く。

　 こ う した動 向 の なか で 、 言葉の 用 法一ヒ、 看過 で きない 問 題 もあ っ た こ と

も事実で あ る 。 ア フ リカ系ア メ リカ人 た ちの 感 隋を害す る 言葉 「ニ ガ ー
」

が 作品 中 213回 も使われ て い る こ と は 明 らか で ある が 、 「ニ ガ ー ・ジ ム 」

とい う呼 び名 は 、 作 品中 度 も使 わ れ て い な い に もか か わ らず 、 出版時か

ら今 日 まで 、 誤 っ て そ の 呼び名が繰 り返 し使わ れ 、 定着 して し ま っ た感が

ある 。 ジ ョ ナ サ ン ・ア ラ ッ ク は 、 そ の 問題 を取 り．一ヒげ 、 影響力 を もつ 批評

家た ちが い か に そ の 呼 び 名を用 い て きた か を例証 す る 。
バ ー

ナ
ー

ド ・ドゥ

ヴ ォ トで す らそ の 著 『マ
ー

ク ・ トウ ェ イ ン の ア メ リカ 』で 用 い
、 その 後 、

『ハ ン ニ バ ル の サ ム ・ク レ メ ン ス 』の 著者 デ ィ ク ソ ン ・ウ ェ ク ター も 、 ジ

ム に対 しマ
ー

ク ・トウ ェ イ ン が使 わ な い 呼 び 名 を使 っ て い る と指摘す る 。

そ れ以 降 もそ の 系 列 は続 き、
レ ズ リー ・フ ィ

ー ドラ ー
、 ケ ネ ス ・リ ン

、 ト

ム ・ク ワ ァ
ー

ク もそ の 作 品論 で 踏襲 して い る とい う。 た だ し 、 そ う した な

か に あ っ て 、 1968年 、 ドナ ル ド ・ギ ブ ソ ン が 、 批 評家 は、 ジ ム に言 及す る
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際 、 頻 繁 に 「ニ ガ ー ・ジ ム 」 と呼 ん で い る が 、 実際 に は
、 ジ ム は

一
度 も

『ハ ッ クル ベ リ
ー ・フ ィ ン 』 の な か で そ の よ うに 呼 ば れ て い な い と論 じて

い る例 に も触 れ て い る 。

　こ の よ うに 特定 の 呼び名 と して 悪 しき慣例 に な っ て しま っ た の は 、 批評

家 の 間 だ けで は ない
。 テ レ ル ・デ ン プ シ ー が 、 ミ ズ リ

ー州歴 史協会 に よ っ

て 1934年 、
ハ ン ニ バ ル に立 て られ た記念碑 に 、 長 年に わ た っ て それ が使わ

れ て い た こ と を指摘 して い る 。 そ れ に は 、 「ニ ガ ー ・ジ ム 」 とい う呼び名

だ けで な く、 「ニ ガ ー」 の ス ペ ル まで 間違 っ て い た とい う不 注意 も重 な っ

て い た。 デ ン プ シ
ー が 1987年 に そ こ を訪 れ た際 に もその 記念碑 は あ り、

そ の 後 に 、 「ニ ガ
ー
」の こ とばが 削 られ た とい う。 な お も不 満 の 訴 えが 続

き、や が て そ れ は 姿 を消 した 。

　作品の 時代設定が南 北戦争前の 1835年か ら 1845年 まで の 時期 と され 、

そ の 時代で は差別語 と認識 され て い な か っ た 「ニ ガ ー」をめ ぐる問題が 、

今 日 まで 尾 を引 く争点 とな っ て い る 。 近 年の 議論 の 動 向に つ い て は 後 に 考

察 す るが 、 そ の 前 に 、 『ハ ッ ク ル ベ リ
ー ・フ ィ ン の 冒 険』 の 物語 形 式 の 独

自性 につ い て 確認 して お きた い
。

ア メ リカ 文学へ の 最大の 貢献 とな る 、 そ

の 作 品の 主 要な魅 力 と もい え る点 が 、
ハ ッ ク ル ベ リー ・フ ィ ン の 飾 らな い

人 問性 を じか に伝 える語 り方 に あ る と考える か らで あ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2

　こ の 作品の 形 式の 特徴 が
一

人称 の ヴ ァ ナ キ ュ ラ
ー

で あ る こ とはす で に指

摘 され 、 十分論 じられ 、 評価 もされ て きた 。 だが 、 その 点 をあ らた め て 形

式 の 面 か ら見て み る と、 マ
ー ク ・ トウ ェ イ ン が 当初 ハ ッ ク ル ベ リ

ー ・フ ィ

ン を トム ・ソ
ー

ヤ
ー

の 物 語形式 と は 異 な る 一 入称 を構想 した際 、 ウ ィ リ ア

ム ・デ ィ
ー ン ・ハ ウ ェ ル ズ に語 っ た よ うに 「ハ ッ ク ル ベ リ

ー ・フ ィ ン の 自

伝」 を考えて い た こ とが 想起 され る 。
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　 まず 、 語 り手 は 、 「マ
ー

ク ・トウ ェ イ ン さん 」 の 書い た 『トム ・ソ
ー

ヤ
ー

の 冒険』 の 登 場 人 物 と して 、 「読 者」 に 語 りか ける 。 作 申人 物 が そ の 本 か

ら出て 、 作者 を批評 して 、 そ の 本 に は 、 「大体は本当 の こ と」が書か れ て

い る と 繰 り返 す 。 完 全 に は 真実で な い と感 じる 語 り手 は 、
こ ん どは 自分 で

本 を書 こ うとす る の で あ る 。 だ が 、 自分 か らは 、 名乗 らな い
。 よ うや くそ

れが判明す るの は 、
ミス ・ワ トソ ン が 、 綴 りの 勉 強 中の お行儀 の 悪 さを注

意 し 、 「ハ ッ ク ル ベ リ
ー ・フ ィ ン 」 と厳 し く叱 りつ け る場面 で あ る 。 最初

に ハ ッ クの 心 根 が 明暸 に表 れ て い る の は 、 ダグ ラ ス 未亡人が 本 を取 り出 し、

モ
ー セ につ い て 教 える箇所で ある 。 どん な人物か 知ろ うと必死 に なる が 、

モ
ー セ が ず っ と前 に死 ん で い る こ とが わ か っ て 、

ハ ッ ク は 、 「死 ん だ 人 に

は 興味 が ない 」 と い う。 こ れ は 、無 知 とい うよ り、過 去 に 関心 を もた な い

性 向を示 して い る 。 ミス ・ワ トソ ン が 始終 うる さ く小 言 をい うの で 、
ハ ッ

ク は 、 孤独 に な り、 死 に た い と思 うほ ど陰鬱 な気持 ちに沈み込 む。 そ の こ

と を語 っ て い る と きで も 、
ハ ッ ク は、 星 の ま ばゆ い 輝 きを見 、 森 の な か で

木 の 葉が サ ラサ ラ と立 て る 音 を耳 で 捉 えて い る 。

　ハ ッ クは 、 ひた す らど こ かへ 行 きた い と願 う。 だが実際 に 、
ハ ッ クの 冒

険 の 始 ま りは 、 父親 との 危 険 きわ ま りな い 生 活 に 戻 っ た な か で 、 漂流 して

きた カ ヌ
ー

を見 つ け 、 そ れ を使 っ て 逃 げ出す こ とを思い つ い た と きで あ る 。

そ れ は偶然 の こ とで あ っ た が 、 父親 とダ グ ラ ス 未亡 人 の 両 方か ら追跡 され

な い 方法 を考え る き っ か け とな る 。 そ し て つ ぎに 、 父 親の 命 じた 言葉が ま

さ に ヒ ン トとな り、 ハ ッ クは 実行 に移す 。 父親が 町 に 出 た 問 に小 屋 か ら必

要 な物 を カヌ
ー に 運 び 、 偶然 み つ けた 野生 豚 を銃 で 仕留め 、

ハ ッ ク 殺人事

件 を装 うた め
、 斧で 、戸 を打 ち破 り、豚 の の どを た た き切 っ て 、 地 面 に置

い て 血 痕 を残 す 。
こ の こ と を語 っ て い くハ ッ ク の 口 調 か ら 、 トム の よ うに

あ らか じめ筋書 きを考え 、 その とお りに事 を運 ん で い る の で は な い
、 状況

が流動 して い くなか で 「判 断」 し 、 行動 す る ハ ッ ク の 姿が 浮か んで くる 。
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　目的地 をは っ きりとジ ャ ク ソ ン 島に決め たの は 、 すべ て の 準備 を終 え 、

月が 昇 る の を待 つ 問で ある 。 過 去を 回想 して い く語 りに は な い 臨場感 を も

た ら して い る の は 、 知覚動詞が 多用 され て い る こ とに もよ る 。
ハ ッ ク独特

の 表現 は 、 しば ら く眠 り、 気づ くと、 す で に 月 は煌 々 と輝 き 、 すべ て が 静

寂 に 包 まれ て い て 、 ハ ッ クが 「夜 が 更 けて い る よ うに 見 えた し 、 夜 が 更 け

て い る 『匂 い が した』　　 言お うとして い る こ とわ か っ て くれるで しょ う」

と語 る と こ ろ に 見 出せ る 。 「い ま 、 こ の 時」 感 じ取 っ て い る こ と を じか に

伝え よ うと す る言 い 方で ある 。

　 こ うして ハ ッ ク は 、 ジ ャ ク ソ ン 島で 逃亡 して きた ジ ム と偶然出会い
、

ふ

た りの ミ シ シ ッ ピー
川で の 旅 は始 まる 。 予 断 を許 さない 川 の 流れ に 沿 っ て 、

切 迫 した 事態 に遭遇 し 、 また 時 に は 人 間社 会の 残 酷 な事件に さ ら され る な

ど、
つ ぎつ ぎ と直面する現実の 試練の なか で 、

ハ ッ ク は 、 心の 曲折 を刻 々

と伝 え て い く 。

　 最 後 の 43章 は 、手紙 の 結 び の 形 をと っ て い る が 、 そ の 末尾 に お い て 、 元

気に な っ た トム が 時計 に 関心 を もっ て 見続けて い る の を見 て 、
ハ ッ ク は 、

もう書 くこ とは ない こ とを ひ ど くうれ しい と語 る 。 「
一

冊 の 本 にす る こ と

が どん なに 面倒 なこ とで あ る とわ か っ て い た ら、 取 り掛か らなか っ た だ ろ

う。 もう こ れ か らは そ の つ もりは ない
。 」 と 、 現 在 の 心 境 を読者 に 打 ち明

け る 。 そ して 、
い まは 「テ リ トリ

ー
に逃 げ出す」 こ とを考えて い る と語 り、

ハ ッ ク の 天性 は い ま も変わ らな い こ と を印象づ け る 。

　特徴 的 な ハ ッ ク の 直 覚的 な語 り方 は 、
マ

ー
ク ・ トウ ェ イ ン の 『自伝』 の

方法 と共通す る こ とに気づ く。 自伝 とい うジ ャ ン ル は 、 原則 的 に
一

人称形

式で 語 られ 、 自分 の 過去 を 回顧す る もの で ある 。 た だ し 、
い まの 自分 を成

功 者 と見 る か 、 失敗 者 と見 る か に よ っ て 、 その 因果 を た どる 方法 は異 な っ

て くる で あろ う。 その た め 、 通常 、 必然的に 人生 の 始 ま りか ら今 日に い た

る まで 、 時系列 的 に語 る 方法を取 る 。
マ

ー
ク ・トウ ェ イ ン が こ うした 方法
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で は な い
、 独 自の 方法 を採用 した こ とが興 味深 い

。 す なわ ち 、
い ま心 を捉

えて い る 興 味あ る こ と を書 き留 め る とい う、過 去 か ら記憶 を取 り出すの で

は な く、 現在心 の うちに生起 して い る こ とを語 っ て い くとい う方法で あ る 。

た えず 変化 する 心 に即 して 、 自然発生 的 あ る い は 自動 的に 呼 び起 こ され る

こ とが 真実 で あ る とする 、 ま さに 「オ ー ト」 とい うべ き自己 の 語 り方 とい

えよ う。 『ハ ッ ク ル ベ リー ・
フ ィ ン の 冒険』は 、

ハ ッ クがす で に 体験 した

こ とを、 い まの 心で 語 っ て い る 「自伝」で あ る と もい える 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3

　前 節で ハ ッ ク ル ベ リ
ー ・

フ ィ ン の 「語 り」 の 特 質 を分析 し 、 作 品評価 を

試 み た が 、
こ の 節で は まず 、 『ハ ッ ク ル ベ リ

ー ・
フ ィ ン の 冒険』の 批 評 史

に お い て 重要な影響力 を及 ぼすラ イオ ネル ・トリ リ ン グ に 触れ 、
こ の 作品

の 文学的意義 を考察 す る 。 さ らに 、
こ れ まで 批評 史 に お い て さほ ど言及 さ

れ る こ との な か っ た作家 ラ ル フ ・エ リ ソ ン を取 り上 げ 、 同 じ くそ の 文学的

意義を考察 した 論 を見 て い く。

　『ハ ッ クル ベ リ
ー ・フ ィ ン の 冒険』が文 学作 品 と して本 格的 に論 じられ

る よ うに な っ た の は 、 周知 の よ うに 、 1948年 の ラ イ オ ネ ル ・ トリ リ ン グ

の 論考 か らで あ る 。 最高 の 評価 を下 した 嚆 矢 と な る そ の 論 で 、 トリ リ ン グ

は
、 『ハ ッ クル ベ リ

ー ・フ ィ ン 』 は
、 「正直で ある こ との 真実」 と同時に

、

「道徳 的情熱 の 真実」 を有 して い る 、 と評 した 。
ハ ッ ク の 道徳 的特性 を重

視 した トリリ ン グは 、 具体 的 に い くつ か の 面 を取 り上 げ る。 「責任」が ハ ッ

クの 性格の 本質を成 し 、 「ハ ッ クの 同情心 は 、 速 や か に 、 即 時 的 に働 く」

こ とに注 目する トリ リ ン グの 念頭に 、 ア メ リカ が 南北戦争後、道徳 的退廃

を経験 して い っ た とい う問題意識 が あ る とい え よ う。 作 品の 道徳性 を高 く

評価す る と と もに 、 表現形式 と文体の すぐれ た 分析 も行 っ て い る 。 簡明直

截で 、 品位 の あ る 口 語体 を創造 し 、 古典 とな る 散文体 を作 り上 げ た文体 の
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巨匠 と して 、 トリ リ ン グ は マ
ー

ク ・トウ ェ イ ン を賞 賛す る の で あ る 。 第二

次大 戦 を経て 世界 の 大 きな変貌 を経験 した トリリ ン グ は 、 南北戦争 を経 て

ア メ リカが喪失 した人 間性の 美 し さを見事 に表現 した 『ハ ッ クル ベ リ
ー ・

フ ィ ン 』 を論 じる こ とに よ り、 文 学者 の 社 会 的責任 の 重 大 さを真剣 に考え

て い た と思 われ る 。

　同様 に 、 文学者の 社会的責任 を自 ら問い 続けた作家 、 ラ ル フ ・エ リ ソ ン

の マ
ー

ク
・トウ ェ イ ン 観お よ び 『ハ ッ クル ベ リ

ー ・フ ィ ン』論 を見 て い く

こ とに よ り、 さ らに そ の 意 義 に つ い て の 考 察 を深 め た い
。

　エ リ ソ ン は、 1952年 に 『見 えない 人間』 を発表 した が 、 その 作 品 を理

解す る 上 で 参考 とな る の が 、 「社 会 、 道 徳性 、 小 説」 （1957）の エ ッ セ イ

で あろ う。 そ の なか で 骨子 とな る の が 、 「変化」 と 「道徳 」 を軸 とす る 19

世紀小説 と 20 世紀小説の 比較考察で ある 。 その 際 、 批判の 矢が 向け られ

て い る の は 、 批評家 に対 し て で あ る こ と も、 わ た し た ちの 関心 を ひ く。 元

来 、 小 説は 、 社 会変化 に 対応 して 新 し く出現 した文学 ジ ャ ン ル で あ り、
こ

とに ア メ リカの よ うに 、 旧世界 を脱 し 、 新 世界 に お い て 民主 的な社 会 を志

向す る 国 に お い て 、 必 然的 に小説 は 、 さまざまな変化 の 渦巻 く 「混乱」 の

なか で 、 「自分 は 誰 で あ り、何 で あ る か」 を真剣 に模索 す る傾 向を強 め た 、

とエ リ ソ ン は 説 く。 「独立 宣言」、 「合衆国憲法」、 「基本 的人権 宣言」が 含

意す る道徳的原理 は
、 ア メ リ．力 人の 意識の

一
部 を成 して お り、 また

、 作家

の 良心 を形成 して い た と見 る の で あ る 。

　ア メ リ カ 人 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 課題 に取 り組 ん だ作 家 と して 、
ハ ー マ

ン ・メ ル ヴ ィ ル 、
ヘ ン リ ー ・ジ ェ イム ス 、 そ して 、

マ ー ク ・トウ ェ イ ン を

挙 げる 。
こ れ ら作家た ち と異 な り、 ロ ス ト ・ジ ェ ネ レー シ ョ ン の 作家 た ち 、

フ ィ ツ ジ ェ ラ ル ドや ヘ ミ ン グ ウ ェ イ は 、 道 徳 的課題 を避 け 、 む しろ 表現 技

法 の 実験 に精力 を費や した 。 批評 家 は 、 その 業績 を称 えるが 、 現代 の 作家

は 、 20 年代の 作 家 た ちが 直面 しな か っ た こ との 「失敗」 を忘 れ る わ け に
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は い か な い
、 とエ リ ソ ン は い う 。 作 家の 社 会的責務 へ の 自覚 を強 く促 して

い るの で あ る 。 そ れ とい うの も 、 批 評家 は 、 19 世紀 ヨ ー ロ ッ パ の 風俗 小

説 と 、
ロ ス ト ・ジ ェ ネ レ

ー
シ ョ ン の 華 々 しい 小 説 、 とい う小 説の 歴史 に お

け る栄光の 時期 は過 ぎ、 現代は すで に小説 の 没落 の 時期 とみ な して い る た

め で ある 。

　エ リソ ン は 、 さ らに 、 作品解釈お よ び評価の 歴 史におい て 、 奇妙な こ と

に 、 原作 の もつ 肝心 な 「道徳 的真 実」 とい う点が ぼ や けて し ま う批 評が 影

響力 を も ち、 正 当な作晶 解釈 をゆ が め て きた と指摘 す る 。
ヘ ミ ン グ ウ ェ イ

の 『ハ ッ ク ル ベ リ ー ・フ ィ ン の 冒険』に 関する 評言は 、 あま りに も有名 に

な っ たが 、
エ リソ ン に よれ ば 、 それ は 、

ヘ ミ ン グ ウ ェ イが 自己 の 立場 を主

張す る こ とが 目的で あ っ て 、 その 作品 の ま さ に核心 とな る 意味 を削 る もの

で ある とい う。 す なわ ち 、
ヘ ミ ン グ ウ ェ イ は 、 ジム が ハ ッ ク と トム ・ソ

ー

ヤ ー に 盗 まれ る箇所 で 『ハ ッ クル ベ リ
ー ・フ ィ ン 』 を読む の を止 め る よ う

勧め て い る か らで ある 。
エ リソ ン は 、

ヘ ミ ン グ ウ ェ イが 、 こ の 小説 の 「道

徳 的な点 に盲 目か、 ジ ム を少 な くも自由に す る こ とを試 み な けれ ば な らな

い とハ ッ ク が 知る 道徳的必然性 を信 じる こ との で きない 」 こ とが 、 その 解

釈 には っ き りと示 され て い る と論 じる 。 トム ・ソ ー ヤ ー が 登場 して 以 降の

作 品の 結 末部 に 関す る ヘ ミ ン グ ウ ェ イ の批 判 を受け継 い だ 批評家が 、
い か

に多い こ とで あろ う。 「ジム を盗 ん で 自由 にす る」 とい う明 白な言 葉 を用

い て
、

マ
ー

ク ・トウ ェ イ ン は民 主主義 の 理念 と奴 隷制 の 現実 との 矛 盾を抉

り出 し、 ハ ッ ク と トウ ェ イ ンの 道徳的立 場 を は っ き りと具現 して い る 、 と

エ リ ソ ン は評価 す る の で あ る 。

　「テ リ トリ
ー

に 行 く」 とい うハ ッ ク ル ベ リ
ー ・フ ィ ン の 最後 の 言葉 を思

わ せ る タ イ トル を用 い た ブ ラ ウ ン 大 学 で の 講 演 （1979）の なか で 、 エ リ

ソ ン は 、 オ ク ラ ホ マ 時代 に 出会 っ た 、 ブ ラ ウ ン 大学を卒業 した最初 の ア フ

リカ系 ア メ リカ 人 、 イ ン マ ン ・ペ ー ジ に つ い て 語 っ た後 、 じつ は 、 その タ
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イ トル が ベ ッ シ ー ・ス ミス の 歌う歌詞の
一

節で あ る こ とに 触れる 。 メ ー
ソ

ン ・デ ィ ク ソ ン 線 に よ っ て 「地理 と 自由」 との 関係 を知 っ て い た黒 人奴 隷

に は、 「地理 は運命」 で あ り、 ミ シ シ ッ ピ ー
川 の 川 下 に 売 られ る こ とは 、

よ り過酷 な奴隷状態 で ある と知 っ て い た 。 メ ー
ソ ン ・デ ィ ク ソ ン 線 を越 え

て 北上 す る こ とは 、 自由へ の 逃亡 で あっ た が 、
エ リ ソ ン は 、 旧イ ン デ ィ ア

ン ・テ リ トリ
ー

の 西部 に も自由が 見 出せ た事実 に 注意 を喚起す る 。 は じめ

は
、 イ ン デ ィ ア ン ・テ リ トリ

ー
、 それ か らオ ク ラ ホ マ ・テ リ トリ

ー
と して

知 られ た 厂テ リ トリ
ー は

、 五 大イ ン デ ィ ア ン 部族の 保護 を求め る 逃亡奴隷

の 聖域」 で あ っ た と語 る 。 こ の こ と を知 る と 、
ハ ッ ク の 「テ リ トリー に 逃

げ出す」 とい う言葉 は 、 い っ そ う深い 意味 を も っ て くる とい え よ う。

　エ リ ソ ン は 、 オ ク ラ ホ マ で 通 っ て い た ダ グ ラ ス 高校の 校長 に就任 して き

た ウ ェ ス ト ・ポ イ ン ト出身の ジ ョ ン ソ ン ・チ ェ ス ナ ッ ト ・ウ ィ ッ テ イ カ ー

に つ い て 語 る 。 ウ ィ ッ テ イ カ ー は 、 「白い 」 黒 人 で あ っ た が 、 そ の 生 まれ

は 、 サ ウス ・カ ロ ラ イナの 奴隷 で あ っ た 。 奴 隷解放に よ っ て 、 ウ ェ ス ト ・

ポ イ ン トに籍 をお くこ とが で きる よ うに な っ たが 、 ほ か の 士 官候補 生 か ら

受け た暴 行 に よ り、 そ こ を去 ら ざ る を得 な くな っ た 。 だ が 、 そ れ か ら法律

の 学位 を取得 し 、 開業 した後、 高校 の 校長 とな っ た の で ある 。
エ リ ソ ン は 、

「民 主主義 の 進行」 の
一

例 を 、 自分 の 出会 っ た人物の なか に見 て い る
。

エ

リ ソ ン は触れ て い ない こ とで あ る が 、 じつ は 、 こ の ウ ィ ッ テ イ カ ー暴行事

件の こ と を、
マ ー

ク
・トウ ェ イ ン は ウ ェ ス ト ・ポ イ ン トを訪問 した折、 知 っ

て い た 。 そ の 事件 と ウ ェ ス ト ・ポ イ ン トの 放校処分 に対 す る 義憤 を 、
マ

ー

ク ・トウ ェ イ ン は ハ ウ ェ ル ズ に 語 っ て い る の で あ る 。

　 エ リソ ン は 、 ア メ リカ社 会の 民主主 義の 実現 に む けて の 大 きなうね りの

なかで 、 自由 を得 た黒 人た ちが 高等教育 をうけ 、 社会的な活動へ む か っ て

い く姿 と、 そ うした 人々 か ら受けた感化 に つ い て 語 っ た後、 ア メ リカ文 学

の 本 質的 な 問題 に触 れ て い く。
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　ア メ リカ ン ・ス タ イル の 特質 は 「ヴ ァ ナ キ ュ ラ
ー
」 に ある と、 エ リ ソ ン

はい う。 そ れ は 、 文学形式 を さすだ けで な く、 文化全般 に及ぶ もの で あ り、

過去 の 洗練 され たス タ イル に即興演奏で 作 り上 げる今の ス タイル が 融合 し、

「民主化」 して い く 「ダイ ナ ミ ッ クな過程」 をさす と述べ る 。 厂現在の 必 要」

に即応 して それ まで に ない ス タイ ル を生 み 出す源泉が 「ヴァ ナキ ュ ラ
ー」

で あ る とい うこ とに な ろ う。 そ の 意味 で 、 そ れ は 「日常語 」 とい っ た 言 葉

の レベ ル を超 えた概念 と して 、
エ リソ ン は用 い て い る 。 そ の 典型 と して 、

エ リ ソ ン は 、
マ

ー ク ・トウ ェ イ ン に言 及す る 。 地域特有 な話 し言 葉の 要素

か ら 、 独 特 なア メ リ カ の 文学表現 を生 み 出 し 、 ア メ リ カ人 の 本 質を把握す

る 方法 を教 えた の が 、
マ ー ク ・トウ ェ イ ン で あ る と語 る 。 す な わ ち 、

エ リ

ソ ン は 、 「ヴ ァ ナキ ュ ラ
ー

の 過程 は 、 自分た ちの ナ シ ョ ナ ル ・ア イデ ン テ ィ

テ ィ を確立 し 、 発見 す る 方法」 で あ る と説 くの で あ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4

　『ハ ッ クル ベ リ
ー ・フ ィ ン の 冒 険』が ア メ リカ 文学 の 古典 で ある こ と を

前提 に さ まざまな論議が な されて きた が 、 現代 の 変容 す る ア メ リカ に お い

て 、 そ の 作品が 内包す る 「モ ラル 」 を問い 直そ うとする批 評が 登場 して き

て い る 。 その 有 力 な担 い 手は
、 ア フ リカ 系ア メ リ カ 人 の 研 究者や 作家で あ

る 。 そ の 背景 に は 、 過去 30 年 ある い は 40 年 に わ た る ア メ リカ社 会 の 激動

の な か で 、 ア フ リカ 系ア メ リ カ 人 の 発言力 も増大 し 、 ア フ リ カ系ア メ リ カ

人 研究が 大学や 出版界で の 関心 の 高い 研 究分野 と な っ て きて い る とい っ た

こ とが あ ろ う。

　その 代 表的な例 と して 、 Blacfe　PersPectives　on 　Hucfeleberry　Finn （1992）

が 挙 げ ら れ る 。 そ こ に 収 め ら れ た
“1吻 雇 勿 and 　 Adventures　 of

H 贈 励 齢 η Finn ”

を見 て み よ う。 そ の 論者 ジ ュ リア ス ・レス タ ー は 、 論

題 が示す よ うに 、 道徳性 の 観点か らそ の 作品 を裁断す る 。 そ の 前提 と して 、
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文学 とモ ラ ル は不 ・∫分 の 関係 に あ り、
モ ラ ル が 文学批評 の 基準で あ る とい

う考 えが 表明 され て い る 。
こ れ は 、 ト リ リ ン グ や エ リソ ン と共有 す る見解

とい える が 、 レ ス タ
ー は 、 「黒人 の 親 と して 、 そ の 本 を禁書 に した い 、 少

な くと も学校 の 必読 リス トか ら除外 した い と思 っ て い る 入た ちに同感で あ

る 。 禁書 に は反対で も 、 『ハ ッ ク ル ベ リー ・フ ィ ン の 冒険』 を読 まない こ

と に よ っ て 、 自分 の 子供 た ちの 教育 が 向上 す る こ とは わか っ て い る
。」 と

い い
、 作 品評価 で は ふ た りとは 反対 の 立場 を取る の で あ る 。

　従 来の 作 品論 の 要は 、
ハ ッ ク ル ベ リ

ー ・フ ィ ン と黒 人奴隷 ジム の 関係 を

どの よ うに解釈 す るか に あ る とい える が 、 レ ス タ
ー は 、 マ

ー
ク ・ トウ ェ イ

ン が 描 い た ふ た りの 境遇 の 類似性 を否定す る 。
ハ ッ ク は 、 小屋 に 監 禁す る

酔 い どれ の 父親 に 「奴隷状態に され る 」が 、
ジ ム は

、 法制度 に支持 され た

所有者 に よ る 法的 な奴隷状 態 に あ り、 それ らが 対比 され る こ と に よ っ て 、

「奴隷制 は恐怖で ある こ と」の 事実 を覆 い 隠 して しまう結果 に な っ た と批

評する 。 すなわち 、 トウ ェ イ ン は 、 奴隷制 お よび黒人 を真剣 に考 えて い な

か っ た こ と に な る の で あ る 。

　 さ ま ざまな文学作品 に登 場 す る 黒人が どの よ うに 描か れる か とい うテ ー

マ で 論 じ られ る 場合 、 従来一 様に 指摘 され る の は 、
い ずれ もス テ レ オ タ イ

プ化 した黒人 像 で ある とい う点で あ る 。 こ こ で も 、 ．レ ス タ ー は 、 ジ ム が

「良い ニ ガ ー」 の 原 型で あ る と断 ず る 。 ジ ム は 、 子 供 っ ぼ く、 白人 が 望 む

黒人 像で は ない
、 自尊心や 尊厳 をもっ た大人 に描か れて い ない と して 、 そ

の 人物像 に 不満 を覚えて い る 。

　 さ らに は 、 そ の 作 品論で 最大の 論点 とな っ て きた トム ・ソ
ー ヤ ー に よる

ジ ム 救 出劇 演出 の 場 面の 解釈 に関 して 、 レス タ ー は 、
マ

ー
ク ・トウ ェ イ ン

が 黒 人 を どれ ほ ど軽 蔑 して い た か そ こ で 明 らか に な っ て い る と述べ る 。 す

で に論 じ尽 くされ て きた感 の あ る 場面 で あ るが 、 自由黒 人 とな っ て い る こ

と を知 りなが ら 、 トム が ジ ム をわ ざわ ざ奴 隷か ら 自由 に す る 「冒険」 を仕
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組 ん だ解釈 ヒ問 題 と され る 結末部 を さす 。 トム の 望 む 「冒険」 に 必要 な

「玩 具」 に さ れ て い る の が ジ ム で あ り、 人 間 と して 扱 わ れ て い な い 、 と 述

べ
、 レス タ

ー は
、 そ の 点 をさ らに強調す るた め 、 ミス ・ワ トソ ン の 遺言が 、

ジ ム だけ を自由にす る とい うもの で あ り 、 ジム の 妻や子供た ちにつ い て い っ

さい 触 れ て い な い こ とを指摘す る 。

　 レス タ
ー

の 作品解釈は 、
つ ぎの 疑問に 逢着する 。 奴隷の 実際の 生活 に 関

心を もっ て い な い 作者の 手に な る 『ハ ッ クル ベ リー ・フ ィ ン の 冒険』 が 、

果 た して ア メ リ カ文学の 古 典 と して 認 め られ る か 。
ハ ッ クル ベ リ

ー ・フ ィ

ン が 「文明」 か ら逃 れ て 、 自由 を求 め た こ とは 、
マ ー ク ・トウ ェ イ ン の 考

える 「自由」は 、 責任か らの 自由を意味 して い る 、 と レ ス タ ー は定義す る 。

こ の 作 品 を読 む 白い ア メ リカ 人男性 に、責任 か ら 自由で あ る こ とがパ ラ ダ

イ ス で あ る と思 い 込 ませ た責任 を トウ ェ イ ン に問 うの で ある 。 そ の 点で こ

の 小 説は 、
モ ラル 文 学 と して 失敗作 で ある と 、

レ ス ター は結論づ ける 。

　 この よ うにマ ー ク ・トウ ェ イ ン の 奴隷制 に対す る姿勢 を告発 した レス タ
ー

は 、 『奴 隷 とは』 （1968） とい う、 元 奴隷 の 語 る物語 を編 集 して 奴 隷制 と

奴隷解放後の 黒 人 の 生 活 の 真実 を浮 き彫 りに した 著者で もあ る 。 そ の 中心

的資料 と な っ た の が 、 議 会 図書館 に 保存 され て い た 、 1930年代の 連邦作

家計画 に よ っ て ユ940年 に出版 され た 『ヴ ァ
ー ジ ニ ア の 黒人』で あ っ た 。

歴 史的 に は 、 ア フ リ カ の 奴隷 貿易 は 16世 紀 の は じめ ポ ル トガ ル が 行 な っ

て い た が 、 そ の 後イ ギ リス や ス ペ イ ン に ひ ろ が っ て い っ た 。 そ して 、 新大

陸ア メ リカ には 1619年黒 人奴 隷 20 人が オ ラ ン ダ船 に よ っ て ジ ェ イム ス タ

ウ ン に運 ばれ て くる 。
こ う して 奴隷貿易 に よ っ て 供給 され た労働 力 と して

の 奴隷 は 、 ア メ リ カ の 歴 史 の は じめ よ り存在 して い た が 、 や が て 奴 隷所有

者が 奴隷の 身体 と精神を完全 に 支配す る 奴隷制度 とな っ て い く。 レ ス タ
ー

は 、 そ の 「プ ロ ロ
ー

グ」で 、 ほ か の 国 と比較 して 、 合衆 国 の 奴隷 制度 ほ ど

残酷 で 、 残忍 な もの は な く、 ア フ リカ 文化が 破壊 され た とこ ろ は ない 、 と
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述べ る
。 ア フ リカ 系ア メ リカ 人 と して の ア イデ ン テ ィ テ ィ を基 盤 と して 、

音楽や 文学の 分 野 で 幅広 く活躍す る レス タ ー で ある が 、 『ハ ッ ク ル ベ リー ・

フ ィ ン の 冒険』 の 解釈 と評価 は 、 奴 隷制 が どの よ うに 描 き込 まれ て い る か

とい う点 に集約 して な され て い る こ と は 明 白で あ り 、 従 っ て 、 そ こ で 言及

され る 「モ ラル 」す な わ ちマ ー ク ・トウ ェ イ ン の 黒人観は
、 公平 を欠 くも

の とな っ て い る 。

　つ ぎに 、
レ ス タ ー と同様 、 そ の 作品の 偉大 さ に 異議申 し立 て を行 な っ て

い る ジ ェ
ー ン ・ス マ イ リー の 評論 を取 り上 げた い

。
レ ス タ

ー
は セ ン ト ・ル

イス 生 ま れ で あ るが 、 ス マ イ リ
ー は 、 ロ サ ン ゼ ル ス 生 まれ で セ ン ト ・ル イ

ス 育 ち の
、

ピ ュ
ー リ ッ ツ ア 賞 受 賞作 家 で あ る 。 そ れ は 、 1996年 1 月 の

『ハ ーパ ー ズ 』誌 に掲載 された
“Say　It　Ain’

t　So
，
　Huck 　Second　Thoughts

on 　Mark 　Twain ’

s
‘Masterpiece” ’

と題 され た もの で あ る 。 まず 、 『ハ ッ ク

ル ベ リ
ー ・フ ィ ン の 冒 険』 の 評価 を決定づ け た偉 大 な批 評 家 た ちが 登場 し

た時期 （1948− 55）を 「プ ロ パ ガ ン ダ時代 」 とス マ イ リー は 名づ け る 。

T ．S．エ リオ ッ トと ラ イ オ ネル ・トリ リ ン グ と レ ズ リ
ー ・フ ィ

ー
ドラ

ー
に

簡単 に 触れ た後 、
こ うした 批評家 の 評価 と異 な り、 そ の 作品は偉大 とは い

えない と い う自説 を述 べ て い く。 ス マ イ リ
ー は 、 作 晶 の 真の 主題 は 、 「ハ ッ

クの ジ ム に対 す る愛情 と責任」 で あ る とい う。 た だ し、
こ の 作 品 はその 主

題 に沿 っ た 展 開 が な され ず 、小説 と して 失敗 で あ る と見 なすの で あ る 。

　 レ ス タ
ー

の 論旨と類似 する が 、
ス マ イ リ

ー
は 、

ハ ッ ク と トウ ェ イ ン を同

・一．
視 し 、 ふ た りと もジ ム の 「自由へ の 欲 求」 を ま っ た く真剣 に受 け止 め て

い ない と批判す る 。 そ の 表れ と して 、
ハ ッ ク とジ ム が ミ シ シ ッ ピー

川 を渡 っ

て 自由州 で あ る イ リノ イ州 に 行 か なか っ た ば か りか 、 そ の こ と を考える こ

とさ え しなか っ た 点 を指摘 す る 。 「川 を南下 す る 」 こ と を選 ぶ の は 説明が

つ か ず 、 トウ ェ イ ン の
“

moral 　failure” で あ る と 断定す る 。 す なわ ち、 ト

ウ ェ イ ン が 「白人 の 少年 と黒 人 と の 本 物 の 愛情 を口先 で は 言 い な が ら 、 」
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ジ ム を人 間 と して で は な く、
ハ ッ ク の 脇役 と して し か 見て い ない とい う。

ス マ イ リ ー
の 結論 は 、

こ の 小 説 が 人 種差 別主 義 的 で あ る と して 、 過 去 20

年間 に 起 こ っ て い る 学校 に お ける 禁書問題 で の 禁書賛成 の 側 に立 つ 人々 に

同調する意見 とな っ て い る
。 後半の 論は

、
ス マ イ リ

ー
が 『ハ ッ ク ル ベ リー ・

フ ィ ン の 冒険』 よ り偉大 で ある と評価す る 『ア ン ク ル ・トム の 小 屋 』 を取

り上 げ 、 奴隷制反対論者 と して は っ き りと奴隷 制 の 悲劇 を描 い たス トウ夫

人 を評価 す る こ とに 捧 げ られ て い る 。 偉大 な文 学 に何 か 目的が ある とすれ

ば 、 そ れ は 、
ハ ッ ク の よ うに 「テ リ ト リ

ー に逃 げ出 して 」責 任 を回避 す る

の で は な く、 立 ち 向か わ せ る助 け とな る こ とで あ る 、 とス マ イ リー が述べ

て い る点 も、 レス タ
ー と同様で ある 。 両者が 、

マ
ー

ク ・トウ ェ イ ン とハ ッ

ク ル ベ リ
ー ・フ ィ ン を奴 隷 に 対す る 責任 回避 とい う点 で 同罪 と して い る こ

と は 、 別 に 言 え ば 、 そ れ だ け 『ハ ッ クル ベ リー ・フ ィ ン の 冒険』 が教 育上

倫理 的影響力 を及 ぼ す作品 と して 、 偉大で あ る と認知 され て い る こ と を示

して い る と もい え よ う。

　 こ うした執拗 と もい える トウ ェ イ ン に対 す る奴隷制 をめ ぐる道義上 の 責

任 問題 の 追及 に 、 当然 なが ら反論 も出 され て い る 。 20Q1年秋 号の Virginia

QzaarterZyに載 っ た
“Huckleberry　Finn　 and 　the　Problem　 of 　Freedom ”

と

題 す るサ ン フ ォ
ー

ド
・ピ ン ス カ ー の 論文 がその 例 で ある 。 ス マ イ リ

ー が 、

『ア ン ク ル ・トム の 小 屋』 を 『ハ ッ ク ル ベ リ
ー ・

フ ィ ン の 冒険』 よ り優 れ

た作 品 と評価 した こ とに 対 して 、 差別 的で あ るか ど うか とい うプ ロ パ ガ ン

ダ を支持 す る立 場 の 意 見 で あ っ て 、 「芸術 」 の 観点 に立 っ て い な い とい う

批 評 を行 な っ て い る 。 『ア ン ク ル ・ トム の 小 屋 』 は 、 奴 隷制 反対 論者 の 声

明書 で あ り、 歴 史小 説 と して の 価値 はあ っ て も 、 今 日 まで 生 命 を もつ 文学

作品で は な い
、

と ピ ン ス カ ー は い う。 こ こ で 想 起 され る の が 、 『奴隷 とは』

の 「エ ピ ロ
ー

グ」の 最後 に 引用 され て い る 元奴隷 の 言 葉で あ る 。 「リン カ ー

ン は 、 お れた ちを自由に した こ とで 、 称賛を博 しま した ね 。 で も、 ほ ん と
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に か れ は お れた ちを自由に し ま した か ね ？か れ は 、 お れ た ち に、 お れ た ち

だ けで 生 きて ゆ ける た め の 機会 は何 ひ とつ 与 えて は くれ ない で 、 お れた ち

に 自由 を与 え て くれ た ん で す よ 。

… 『ア ン クル ・ トム の 小 屋 』の 作者 の ハ

リ エ ッ ト ・ビー
チ ャ

ー ・ス トウ だ っ て 、 彼 女が あん な本を書い た の は 、 じ

ぶ ん じ しんの ため だ っ た ん で すよ 。 じぶ ん じしん の 利益 とい うこ とだけを

胸に抱 き しめ て た んで す よ 。 」 『ア ン ク ル ・トム の 小屋 』を め ぐる 各様 の 解

釈 は 、 『ハ ッ ク ル ベ リ
ー ・フ ィ ン の 冒険』 に も通 じる 、 読 み 手 お の お の の

境遇 、 思想 ある い は 文学観 に応 じて 読 まれ る文学作品の 運命 とい う問題 に

想到 す る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5

　 1990年代 を特徴 づ け る評 論 と して 取 り上 げた ジ ュ リ ア ス ・レ ス タ ー と

ジ ェ イ ン ・ ス マ イ リー は 、
こ れ まで 見 て きた よ うに 、 黒 人奴隷 ジ ム に 焦

点をあて 、
ハ ッ クの ジム に対する言動に批判の 目を向ける内容で あ っ たが 、

「ハ ッ ク ・フ ィ ン の 民族 性」 に 関心 を 向け 、 文化論 的分析 を ほ ど こ しな が

ら、 ハ ッ ク と ジ ム と の 親近 性 を考察す る 評論 も登 場 して い る 。
こ れ もや は

り 1990年代 に 顕 著 と な る 多民 族 ・多文化主義の 台頭 を反 映す る もの で あ

ろ う。 そ れ は
、

1998 年冬号の Amefiean　Literary　Reαlism に発表 され た

“The 　Ethnicity　of 　Huck 　Finnrrand 　the　Difference　It　Makes ”

で ある 。

その 論者 ヒ ュ
ー ・ド

ー
ソ ン は 、 ジ ェ イム ス ・コ ル ウ ェ ル の 説 を踏 まえなが

ら 、
ハ ッ クル ベ リ

ー ・フ ィ ン の 名字の 「フ ィ ン」 は
、 Finnegans　Waleeな

どア イ ル ラ ン ドの 伝説 や文学で 用 い られ て い る 同 じ響 きを もつ 名前 で あ る

こ と を紹介す る 。

　 ドー
ソ ン は 、 19 世紀 の ア メ リ カ社会 に お ける ア イ ル ラ ン ド人観 をた ど

る 。 19世紀 に ア メ リ カ に移住 して き た ア イ ル ラ ン ド人 は 、 17世 紀お よ び

18世紀 に 移住 して きた プ ロ テ ス タ ン トの ス コ ッ トラ ン ド系北 ア イ ル ラ ン
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ド人 と異 な り、 カ トリ ッ クで あ っ た
。 勤勉 、 清潔 、 教会 出席 、 法律 遵守 な

どの プ ロ テ ス タ ン ト倫 理 を 身 に つ け た
“lace　 curtain 　Irish” は 、

“

shanty

Irish” と は 階層 を異 に し 、 怠惰 、 不潔 、 無 知 とみ な して い た 。 南部 や 東 部

で 「白人 の くず 」 とい わ れ た ア イル ラ ン ド人 に 対す る偏 見や 差別 は 、 ミ シ

シ ッ ピー
川 を越 え 、 ミズ リ

ー
州 に まで 伝わ っ て い た 、 とい い

、 ド
ー

ソ ン は 、

トウ ェ イン の 父 親 もマ
ー

ク
・

トウ ェ イ ン 自身 に もア イ ル ラ ン ド人 蔑視 が 見

られ る こ と を追 跡 して い る 。 当時 の ア イ ル ラ ン ド人 の 社会 的地位 は 、 白人

の 最下 層で あ り、 そ れ は 黒 人 よ りや や 上 の 程度で あ っ た と され る 。 こ れ ま

で の研究で ハ ッ クの モ デ ル は 、 トム ・ブ ラ ン ケ ン シ ッ プで ある こ とは知 ら

れ て い るが 、 ド
ー

ソ ン は 、 「フ ィ ン 」 とい う姓 の 点 で 、 大酒飲み の ハ ッ ク

の 父親 は 、
ハ ン ニ バ ル の 酒飲み と して 町の 厄介者 で あ っ た ジ ミー ・フ ィ ン

を写 した もの で あ る と主張す る 。 トウ ェ イ ン が 10歳 に な る 前 に ジ ミ
ー ・

フ ィ ン は亡 くな っ たが 、 鮮 明 に記憶 して い るそ の 人物 に つ い て 「手紙」な

どで 語 っ て お り、 大酒飲 み の ジ ミ ーの 禁酒 をめ ぐる 町 の 人 々 の 騒 ぎぶ りと

その 後 の 禁酒破 りに よる 落胆ぶ りは 、 た しか に 作品の 場面 と符合す る 。 ド
ー

ソ ン の 研 究 に よれ ば 、 怠惰 、 不 潔、 粗暴 、 頑 迷 な 人種差別 主義 、 無学で 口

汚い 父親の 性格描写 は 、 当時の ア イル ラ ン ド人 に対 す る ア ン グ ロ ・サ ク ソ

ン 系の ア メ リ カ入 の 見方 を反映す る もの で あ っ た 。

　こ うした父親像を前提 と して 、 ド
ー

ソ ン は 、
ハ ッ ク とジ ム の 関係 を ど う

見 る か 、 とい う本論 に 入 っ て い く。 その よ うな 父親 を もつ ハ ッ クは
、 逃 亡

奴隷 ジ ム と同 じく、 人種 的 ア ウ トサ イダー で あ り、 支配層 か ら排斥 され て

い た エ ス ニ ッ ク ・グ ル ー プ の 者 で あ っ た とい う点 に 、 ドー ソ ン の 主張 は 置

か れ て い る 。 そ こ に ハ ッ ク とジム の 関係 の 親和性 を見るの で あ る 。 ミシ シ ッ

ピー
川 を下 る ふ た りの 旅 は 、 歴 史が ア イ ル ラ ン ド人 と黒 人 に課 した運 命の

メ タフ ァ
ーで あ り、 ふ た りの 逃走 は 、 ア メ リカ社 会 の 底辺 層が 共通 して 経

験 す る 苦境 を象徴 して い る と 、 ドー ソ ン は 解釈する 。 そ して 、 社 会的 に 拒
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否 され 、 あ る い は
、

マ
ー

ク ・トウ ェ イ ン が 意識下 で あ っ て も偏見を抱 い て

い た 、 類似 し た民族 的特徴 を もっ て い た ハ ッ ク と ジム で あ っ た が 、 ハ ッ ク

が 道徳 的成 長 を遂 げ 、 ジム の 人 間性 を認め て い っ た こ とは皮 肉で あ る と結

ん で い る の で あ る。

　『ハ ッ クル ベ リー ・フ ィ ン の 冒険』に つ い て 、 トリ リ ン グが 「道徳的情

熱」 をあ げ 、 また、 エ リソ ン が 「道徳的真実」 をあげ 、 と もに 「責任」 を

重視 して い る の は 、 ア メ リ カ の 精神文化 と して の ピ ュ
ー

リ タ ン の 伝統が 継

承 され て い る こ とを示 すもの で ある とい えよ う。 ふ た りの 文学者の 精神は 、

ア メ リカ文学 ・文化の 本流 を探 究 しよ うとす る 真摯な姿勢に見 られ る 。 多

民族 国家 と して の ア メ リカ が 強調 され る よ うに な っ た 1990年代 に な っ て 、

ア メ リ カ社 会の 主流 で は な か っ た 人 種 ・民 族 の 立場 か ら、 人種偏 見 や 人 種

差別の 歴 史が確認 され 、 そ れ に対 する責任問題 を追及す る論調 が主 流 とな っ

た感 が あ る 。 『ハ ッ ク ル ベ リ
ー ・

フ ィ ン の 冒 険』が た えず時代 の 矢面 に 立

た され て きた事実 は 、 そ れが 、 学校 で 読 まれ るべ き古典 と して で は な く、

120年に わた る ア メ リ カ社会の 動向の なかで 、 生命 を持 ち続 けた偉大 な作

品で ある こ との 証左 とい えるで あろ う。
い つ の 時代 で も、

ハ ッ クル ベ リ
ー ・

フ ィ ン の 偽 りの ない 心 を語 る 口 調 か ら、 人 間的 な真実が あふ れ て くる魅 力

は 尽 きな い に ちが い ない
。
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